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総 務 常 任 委 員 会 会 議 録 

 

                     日 時   平成２２年 １月２５日 

                           午後 １時００分 開会 

                           午後 ２時４４分 閉会 

                     場 所   南あわじ市議会委員会室 
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    委        員    蛭  子  智  彦 

    委        員    長  船  吉  博 

    議        長    川  上     命 

 

  欠席委員 

    なし 

 

  事務局出席職員職氏名 

    事  務  局  長    渕  本  幸  男 
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    副   市    長    川  野  四  朗 
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    財 務 部 長    岡  田  昌  史 

    会計管理者次長兼会計課長    高  川  欣  士 
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    緑総合窓口センター所長    長  尾  重  信 

    西淡総合窓口センター所長    濱  田  勝  美 

    三原総合窓口センター所長    榎  本  芳  史 

    南淡総合窓口センター所長    林     光  一 
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    次長兼監査委員事務局長    高  見  雅  文 
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Ⅱ.会議に付した事件  

 １．所管事務調査について····················································· ４ 

  （１）市の総合的企画、調整について 

  （２）行財政計画について 

  （３）市有財産の維持管理と財源の確保について 

  （４）消防・防災対策の推進について 

  （５）離島振興対策について 

  （６）国際交流及び友好市町の調査について 

  （７）選挙管理委員会、監査委員、固定資産評価審査委員に関すること 

   

 ２．その他 ································································· ３５ 

 

Ⅲ.会議録 
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総務常任委員会            平成２２年 １月２５日（月） 

                   （開会 午後 １時００分） 

                   （閉会 午後 ２時４４分） 

 

○出田裕重委員長   皆さんこんにちは。 

  選挙が終わってから色々と常任委員会を開催させていただいたんですが、議案審査がほ

とんどでありまして、今日は議案のない、閉会中の初めての所管事務調査になりますので、

当初、年初めということになりますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

  挨拶は以上です。 

  執行部挨拶お願いします。 

  副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   議員の皆さまご苦労さまでございます。 

  今、委員長さんの方からもお話がありましたように、今年に入って初めてということで

ございます。 

  どうぞまた今年も一年よろしくお願いをしたいと思います。 

  今年の正月、少し寒さが厳しさを増してきておったんですが、ここのところ、また穏や

かな天気に恵まれて、我々のところでは水仙郷が非常に観光客が増えて、今日は、市営に

なって、町営になって１００万人目の入場者を迎えるということで、市長も参りまして、

その方に記念品を差し上げるということもやってきたわけでございます。 

  特に観光の面におきましては、土曜日日曜日に天気がいいのが今年であります。そうい

うことで、なんとか目標を達成していただきまして、活性化につなげていければなあとい

う思いをしておるところでございます。 

  今日は所管委員会ということで色々ご審議をいただくわけでございますが、どうぞよろ

しくお願い申し上げたいと思います。 

 

○出田裕重委員長   ありがとうございます。 

  議長につきましては、少し遅れるという連絡をいただいております。 

  執行部では市長、それから市長公室課長の欠席の連絡をいただいておりますので、ご報

告しておきます。 

  それでは所管事務調査全般についてを議題としたいと思います。 

  質疑どんどんとしていただきたいと思いますので、ございませんか。 

  時間を有効に使っていただいて、どなたか先陣を切ってよろしくお願いします。 

  谷口委員。 
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○谷口博文委員   僭越なんですけど、消防防災関連について、担当課長等々にお聞きし

たいわけなんですが、市内にかなりＡＥＤを配布したような事業所があると思いますが、

現状、市内、小中高、いろんな事業所等々、ＡＥＤの配布の状況について、現状おしえて

いただけますか。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   市内にＡＥＤの配布というご質問なんですけども、ＡＥＤに

つきましては、各市の施設、小中学校も含めまして、ＰＴＡさんとかが寄付とかされてお

ります。その関係で把握も難しい状況でございます。 

  また企業におきましても、独自にＡＥＤを備え付けておるというところもございますが、

若干時点は古いのですが、２０年の１１月にちょっと調査をさせていただきました。 

  その中で、６２台ＡＥＤが配備されているという調査をしております。市内で６２台で

す。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   かなりＡＥＤは効果的なのは十分私も認識されているんやけど、やっ

ぱり市民５万人救急隊員というような市のいろんな方向付けの中にあってですね、より一

層そういうような設置場所等の、どこに設置しているのかというのは一般の市民が若干ま

だ認識されていないようなことがありますんでね、そのへんの設置場所どこにしとるかと

ういうことを、もし何らかの広報的なもので掲載できるのであれば掲載していただけたら、

市民もどこに設置されているのかがわかるので、その辺、市民全体に周知させる意味にお

いてですね、そのあたりの今後、検討していただきたいなあと思うのですが、いかがです

か。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   先ほどのご質問なんですが、南あわじ市全体の各部、またそ

の部に係わっております事業所等との協議をさせていただいて、一覧表にもし出来るので

あれば、一覧表にして、観光案内所とかにも当然今、設置しておりますが、そういう一覧

表とかも作成の検討、調整をしていきたいと思います。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 
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○谷口博文委員   次、消防団のことについて若干お伺いしたいのですが、戦後、我が日

本国において２００万人ぐらいの団員数が確保されたような状況で地域の防災的な役割を

担っていたような団の組織が近年、様々な状況においてですね、団員が減少傾向にあると。 

  今、現状では９０万人を切ったような団員の確保数なんですが、市内のほうの団員の確

保のいろんな現状というか、そのあたりは、女性消防団員等々の募集もされておったと私

も記憶しておるんですけど、それの消防団の団員の確保についても、いろんな問題点等々

あればちょっとお聞かせください。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   消防団の団員につきましては、全国的にもかなり減少気味で

ございます。南あわじ市におきましては、今、谷口委員申されたように、団員の確保につ

きましては、条例定数にございます２，１９０名の団員、その中に女性消防団員の方２０

名も入っておるんですけども、今、少子高齢化の中で、団員確保というのが大変難しい状

況となっております。 

  団員さんにしても地元で就職している、仕事をしている方というのが大変少ないという

ような状況もございます。 

  平成２０年度あたりから一旦退団をされた方につきましても、６５歳ぐらいまでの方で

したら地元におられますので、元消防団の経験者もおられます。で、団員確保のかなり厳

しい地域におきましては、そういう方々に再度入団していただいて地域の安全安心を守る

というような方向付けをしていけたらというようなことで、今、消防団に幹部会でもそう

いうような話は２回ないし３回ぐらい出ました。 

  団員確保につきましては、今の南あわじ市消防団あげて定数２，１９０名を確保して、

今現在はしております。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   資器材面でですね、地元負担等が要求されておるような状況下にある

ように思うんです。 

  できたら団員定数は今、私自身としては、必ず近い将来に大規模災害等々が予測されて

いるような状況下にあり、団員の確保、さらに努めていただきたいのと、消防団の協力事

業所とか、機能別団員とか、その辺は、今の現状をちょっと教えていただけますか。 
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○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   消防団員協力事業所といいまして、淡路全体で昨年に事業所

を認定させていただいております。 

  南あわじ市内では、３つの事業所を、認定をさせていただいております。 

  あと、今後も淡路全体で消防団の協力事業所ということを淡路全体で考えて、毎年、そ

の認定をしていこうという、淡路全体での消防の会議ではそういうふうに決めております。 

  機能別消防団。これにつきましても、都市部におきましては、大学生の方々が機能別消

防団に入っている都市部もありますけど、田舎の、この南あわじ市の状況を見ましたらや

はり、地元におられる方を消防団員の方々に、現職の消防団員の方々に協力をしていこう

というような形の、できたら機能別消防団員の方々の確保というようなことも考えていま

す。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   私自身、非常にこう今の団員というのは当然、いろんな様々な職業に

就かれておって、昼間ほとんど地元にいてないような状況下にあるという認識があって、

私の地元でも非常に昼間でしたら、ほとんど団員がいざというときに、出動態勢がとれな

いような状況下にあると。 

  それは当然それぞれ個々に様々な、自分の生活のために市街への勤務であったりとか、

当然、勤務されとるような状況やと。 

  そういう状況下にあってですね、消防団の昼間等々考えて見ますと、当然ＯＢであった

りとか、そういうふうな当然、協力体制の下、当然地元の防災に対してはそれなりの対応

をされておるんやけども、組織の再編というかですね、再編をすべき地域もあると思うん

ですが、その辺はどのように考えておられますか。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   ２０年度であったと思いますけども、西淡地域で再編をして

おります。ただ、再編をして団員数を減らすかということになりますと、団員数は減をし

ないで、隣の地域の方々とか、その方面隊で団員の確保できるところは団員の確保してい

ただくというようなかたちで、今、他の地区につきましても、消防団の分団の統合という

のは、やはり谷口委員いわれますように、地元にいない方、高齢化でというようなことで、

団員確保が非常に厳しい地域もございますので、そういう地域につきましては、その地域
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の消防団と自治会とも相談していただいて、また消防団の市の幹部会に報告していただく

と。 

  その報告をしていただいて、その方面隊で仮に少なくなった団員数をその方面隊で補強

していくというようなかたちです。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   私、ちょっとなんでこうゆうことを質問するかといいますと、私の地

区がこのたび消防自動車が更新時期を迎えておりまして、当然、地元負担的な経費が掛か

ってくると。 

  当然、地区の消防団、自分たちが地元負担をすることで、様々な地元の消防団という意

識をもって自治会が運営していただけるわけでございますが、当然、集落によっては再編

をしてですね、できたら何箇所かにして、地元負担がいかないように、全部公費で出来る

ような方法というかですね、そういうふうなことを今後、考えていくエリアも出てくるん

じゃないかと。 

  市内全域を見たら人口が減少していっている状況にあると。団員の確保が難しいと。 

  そのへんの地元負担がいらないような状況下に再編をできるだけして、かといって団員

の団員数を減らせということは、僕は反対にダメだと思うので、団員数は確保しながら、

団の規模的なことをコンパクトに再編するような方法も今、選択肢にあるんじゃないかな

あというような思いがあるのですが、その辺、課長どうですか。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   消防の設備の関係の補助金のことなんですけども、南あわじ

市の補助金の交付基準というのがございます。 

  今、谷口委員申されますように、ほぼ南あわじ市の補助金基準で、小型ポンプ、また軽

自動車の積載車というのは南あわじ市が設定しております、補助金の金額でほぼ購入でき

ると。 

  ただ、地元、地域によっては、オプションでこういうのも付けたいというのがございま

す。そのオプションの関係で、今まで私も防災課に来て２年になるのですが、地元負担と

いうのは、大体１０万円までというところがほとんどかと思います。 

  谷口委員が申されますように、なるべく地元負担を少なくするというのは、当然地元の

思いですけども、それと、分団とかの統廃合というのはかなり難しい部分があると思いま

す。 
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  やはり、地域の方々で十分調整していただいて、また防災課のほうにそういうお話は協

力もさせていただいておりますので、そういう話にはいつでも防災課のほうに来ていただ

けたらと思います。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   私自身、消防経験ずっとしてきたなかで、消防団員等々の方々のご苦

労を十分認識した段階で、やはりしっかりとした身分保障等々、それと団員だけが当然災

害現場で活動する上においての、安全対策的な装備、そのあたりをしっかりと今後、充実

していってあげていただきたいなと、そのような思いが特に強いんですわ。 

  近年、当然風水害というか水害、低地帯であったりとか、海岸沿いであったりとか、

様々なそういうふうな消防の、団の活動の幅というのも当然広がってきている状況にある。

ただ単に、火災現場での消火活動の装備だけでなしにですね、今後様々な水害現場での活

動するような装備というか、そのあたりのですね、しっかりとした配備していただきたい

と、そういうような思いがあるのですが、いかがですか。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   地域性によって、被害が想定されるというのが、若干市内で

も異なると思います。そういうのにおいても市の補助金要項で資器材の購入の補助もござ

います。 

  また、自主防災の補助要項もございます。 

  自主防災の補助要項につきましては、資器材の購入するにあたってもかなりな８０％補

助というのがございます。 

  各地域の自主防災の組織の中には地元の消防団の方々も入っておりますので、そこらへ

ん自主防災組織の補助金要項で補助をしていくとか、消防団の資器材の関係で補助してい

くとか、いうのもこちらのほうで検討していきたいと思います。 

  ただ、消防の関係の資器材の中で、今申されております、風水害に関連するような資器

材の補助要項、今のところ設定をされておりませんので、それも今後、防災課のほうでも

検討、協議をしていきたいというふうに思います。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   他に質疑。 

  熊田委員。 
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○熊田 司委員   先日、神戸新聞のほうで、防災対策の件で、津波に対することで、福

良の一部分で堤防ですかね、なんか、ちょっと高さが足らなかったのか、幅が不足してい

たのか、ちょっといま把握してないもんで、ちょっと申し訳ないのですが、どういう問題

点があるのか、ちょっと教えていただくわけにはいきませんでしょうか。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   委員、おおせられている分につきましては、福良港に今建設

中の防災ステーションの関係で、福良の海岸道路について、平均水面２ｍ９５までの高さ

で陸閘といいますか、道にちょっと堤防を付けるというような工事のことをいうておると

思います。 

  それにつきましては、昭和南海地震のときの津波に耐えられるだけの高さの設定をして

おると。福良地域では、なないろ館の前あたりからずっと休暇村のあたりまでのところを

かさ上げしたり、また水門の整備をしたりというような防災対策を主に高潮対策をして、

それで防災ステーションで高潮また津波の危険があるときは集中管理をしていくというよ

うなことかと思いますけども。 

  説明になっていないかも分かりませんけど。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   他に。 

  柏木副委員長。 

 

○柏木 剛副委員長   準備があんまりできていないのですが、私、３月は行政改革のあ

たりを一般質問したいなというふうに思っているんですが、ちょっとその前置きといいま

すか、先日こういう、南あわじ市行財政改革実施計画取組み状況報告書ということで、い

ただいたんですけど、その中ちらちら見ていて、私関心があるのは、人の定員とかいろい

ろな話はあるんですが、人事評価システムという言葉があるんですね。 

  これは業績評価ということかと思うんですけど、この辺、ちょっと前置き的にお聞きし

たいのですが、今、これ評価見ていますと、色々研修したという話なんですが、これをど

んな風なかっこで適応するか、そんなスケジュールはどうかとか、そのあたりの考え方、

今後の予定、ちょっと教えていただきたいのですが。 

  質問大丈夫ですか。 

 

○出田裕重委員長   答弁できますか。 
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  総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   人事評価制度ということでございますけども、現在、人事評

価については、実施しているのは、試行段階でありまして、管理職を対象に試行しており

まして、これについては、来年度については、一般職員にも試行するような状況となって

おります。 

  人事評価制度というのは、従来で言う、勤務評定というのですね、新しく国の制度に基

づいて策定するものでございまして、地公法というか、地方公共団体には、法的には確立

されていないということをいわれておりますけども、各市においても導入を早めて、でき

るだけシステムを構築したなかで、適正に運営していこうというような状況となっており

ます。 

 

○出田裕重委員長   柏木副委員長。 

 

○柏木 剛副委員長   そもそも人事評価、今の状況、試行というお話、分かったんです

が、そもそもこれを定着していこうという狙いというのは、やはり昇給昇格、あるいは賞

与のほうで差をつけるという。こんな話が当然狙いだと思うんですけど、狙いはそんなこ

とで考えてよろしいんですよね。 

 

○出田裕重委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   今、議員おっしゃった狙いもございますが、あとは人事、人

がやることでありますので、適正な人事配置、並びに職員のモチベーションの高揚という

意味も込めて、前提的な人事の範囲内での適正な運用を図るという観点から導入されてい

るということであります。 

 

○出田裕重委員長   柏木副委員長。 

 

○柏木 剛副委員長   そういうことなんですか。国の方向を示しているというのはそう

いう方向なんですかね。もう少し業績を評価していこうと。もちろん人が人を評価するの

は難しいのは私もよく経験してますけども、そんなことで、なんかのかっこで、昇給昇格

に反映さそうという考えは入っていないのですか。 

 

○出田裕重委員長   総務課長。 
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○総務課長（佃 信夫）   ちょっと説明がまずくて申し訳なかったです。 

  今、おっしゃったようなことも含めて、当然、人事評価の結果については、昇給昇格な

り、その方の処遇についても反映していくというのが基本でございます。 

 

○出田裕重委員長   柏木副委員長。 

 

○柏木 剛副委員長   試行ということですけども、この辺どんなかっこで定着していく

かというスケジュール的ものはどんな予定ですか。 

 

○出田裕重委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   先ほども少し申し上げましたが、２０年度、２１年度につい

ては、管理職のほうで試行ということで、これについては勤務評定のこともあって、職員

労働組合等の協議も必要になってございますので、２２年度については、一般職員にも試

行させた中で、管理職は、２２年度は本格実施にもっていきたいと思っておりまして、そ

の結果については、先ほど申したような、昇給昇格等にですね、反映できるようにしたい

と考えてございます。 

 

○出田裕重委員長   柏木副委員長。 

 

○柏木 剛副委員長   今日はこの辺で十分なんですが、人事制度というのは、ここにも

書いてありますように、人材の育成とか、職場の活性化とか、そのベースにあるのは、や

っぱりサラリーマンである以上は、昇給昇格というのがやっぱり一番の大きなところかと

思うんですよね。 

  その辺につながるようなかっこで、ぜひその制度がうまいこと運用されて定着すればい

いなというふうに思っております。 

  またこの辺、もう少し私も調べさせてもらってから、また色々と質問したいと思います。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   ちょっと付けたしをさせていただきますと、この制度につい

ては、もちろんその反映することは大事なんですが、一番大事なのは評価する側の目線を

ですね、絶対評価が必要になってきますので、評価する側の研修もですね、十分重ねなく

てはいけないということで、どことも２年や３年をかけたなかで、そういった見る目を確
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かにしてから、やっていかなければ、やはり職員も、人が評価するものですから、その辺

で差があったら対応も適正にできないということでございますので、その辺、十分、踏ま

えた中で、今後対応していきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

○出田裕重委員長   他に質疑ございませんか。 

  蛭子委員。 

 

○蛭子智彦委員   市の総合計画ということにも係わってくるのですが、少子化対策で定

住促進、子育て支援ということで、非常に努力をされている面もございますが、一方で、

福良であったり、湊であったりというところで、高齢化率が他地区に比べても非常に進ん

でいる地域。また、高齢化という数字に反映しきれないまでも、空き家というんですかね、

町の中で、いろいろ大きな問題も出てきているという現状があるわけですが、こうした高

齢化対策、非常に子育て支援をやりながら、その一方で、高齢化率はいっそう進んでいる

という現状があろうかと思いますが、その点での現状認識はどうなっていますでしょうか。 

 

○出田裕重委員長   答弁よろしくお願いします。 

  市長公室長。 

 

○市長公室長（田村 覚）   集落によっての差はあるのですが、確かに高齢化率は進ん

でいる状況にあると思います。そういった中で、空き家とかも確かに出てきております。 

  そういった中で田舎暮らし、私ちょっと田舎暮らしの観点で申させていただきますけど

も、田舎暮らしの中で、都会の方への相続人、建物の相続人等の関係、あるわけなんです

が、そういう紹介ですね、して、私の空き家、かみにおる長男さんがですね、それを空き

家を使ってほしいというケースがありますと。当然、不動産会社も入っての話なんですけ

ども。そういった中でですね、都会の方に情報提供していくという話がございます。 

  それと一方、沼島のケースもあるんですけども、これは、確か生活環境で対応しておる

と思うんですけども、そういった田舎暮らしに対応しきれないような建物もございます。 

  そういったものについての取り壊し、あるいは搬出費用、あるいはそれが隣の家にもた

れかかってくるとかといったかたちで生活環境課のほうで若干対応しておるかなと思いま

す。 

 

○出田裕重委員長   蛭子委員。 

 

○蛭子智彦委員   その中で、例えば防災防犯の対策、あるいは緊急車両に対する対応な
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どで、非常に狭い道の中で、消防車が入れないとか、あるいは緊急車両が入れないとか、

こういった非常に厳しい地域というのがあろうかと思うのですが、具体的に、地域からの

要望なりということも必要なんですが、救急車両が入れないような地域であったり、消防

車両が入れない地域というようなことで、具体的な箇所とかは調査はされていますでしょ

うか。 

 

○出田裕重委員長   防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   誠に申し訳ございません。具体的な箇所数等はこちらのほう

では、把握はしておりません。 

 

○出田裕重委員長   蛭子委員。 

 

○蛭子智彦委員   私の住んでいる近くで言えば、湊の地域であったり、福良にしても、

阿那賀、丸山というところにあってもですね、非常に狭い道筋の中で、大変、生活してい

くうえで、困難ということで、今後、高齢化率が一層進んでいくのでないかと懸念してお

るのですが、これについてはいかがお考えでしょうか。 

 

○出田裕重委員長   答弁。 

  防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   非常に範囲の広い質問でございまして、防災面から言います

と、蛭子委員申されますように高齢化が進んでおります。 

  地元の自治会から消防活動につきましては、消火栓の新設の要望等が来るようなケース

が年に何件かございます。そういうことの整備につきましては、市の防災課としても整備

の援助をするということで、担当の水道課とも相談もしながら整備を図っております。 

  今現在、１７００箇所程度、市内には消火栓がございます。 

  救急車の軒先までというようなことをおっしゃっておられると思うのですが、なかなか

そういう意味につきましても、地理的に狭い道路、路地がございますので、救急隊員はす

ばやく広い、車を止められるところに止めて、担架をもって、現場へ行くというようなこ

とは私も聞いております。ただ箇所数とかは把握しておりません。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   蛭子委員。 
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○蛭子智彦委員   所管ではなくなってくる範囲の話ではあるんですが、例えば、震災の

後、旧北淡の富島で、都市計画法に基づく区画整理というのがあったわけなんですが、例

えばその、ある特定の地域をさして、区画整理というような考え方ということで、市とし

て、行政としてですね、こういう音頭をとって、計画を地域とともに考えていくという発

想もあろうかと思うのですが、地域の街づくりそのものですね、住民と一緒に考えていく

という考え方だろうと思うんですけども、そういった考え方について、一度検討もいただ

けないかなあと。 

  古い、ただ人が離れていくばかりの地域に対して、これをどのように人を、定住化を促

進していくのかということを考えた手法として、そうした区画整理事業というのも当然、

田んぼのね、ほ場整備というのは非常に力を入れておられるわけですけども、家の密集し

た地域の中での区画整理事業について、考え方、一度、お考えをお聞かせいただければな

と思いますが。いかがでしょうか。 

 

○出田裕重委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   区画整理については非常に難しいと思います。負担も伴うわけ

でございますので、そう簡単にはいかないのが現実だろうと思います。 

  ただ福良のほうでは小規模地区防災の指定を受けて、国のほうの補助金をいただきなが

ら、被災を避けるための、道路改良、それから危険家屋の撤去等々、すでにやっておりま

す。これも地域の皆さん方とのご相談しながらやっておるわけですが、そういうものを少

しずつでも完遂していけば、そういうような危険家屋の撤去もできるし、道路拡幅も可能

ということで、ちょっと休憩をお願いします。 

 

（休憩 １３時３７分） 

 

（再開 １３時３８分） 

 

○出田裕重委員長   再開します。 

  副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   福良の備前町地区でそういうものをすでにやっておりますので、

それをできるだけ、他の地域に広げていきたいと考えております。 

 

○出田裕重委員長   蛭子委員。 
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○蛭子智彦委員   福良の備前町というのは、平成２１年の１月末の資料をいただいてお

るわけですが、高齢化率が４８％というふうになっているようです。また、五分一町とい

う町では４６％。福良なんか非常にそういう、アラフォーというか、４０％周辺の高齢化

率の地域が多いと。 

  それぞれ地域差によっていろいろあるわけですけど、旧西淡で言えば、やはりこの住宅

の密集しているといえば、湊の地域、ここは非常に車も止めにくい、人も通りにくいとい

うことで、空き家が増えて、若い方が、離れていくということで、いろいろ苦労が耐えな

い地域なんですけども、今、副市長がおっしゃられていた、防災をかねた、道路改良なり、

地域の整備計画なりを地域とともに考えていくと、こういう視点をやはりいろんな場所で

議論もしていただいたり、提案もしていただいたりと、意見交流ということも、今後取り

組んでいただけたらなあと思うのですけど、いかがでしょうか。 

 

○出田裕重委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   今福良でやっておるわけですが、その推移を見つつ他の地域も

広げられるのかどうか、検討していきたいと思います。 

 

○出田裕重委員長   他に質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

 

○谷口博文委員   ほんとにこう、ざっくばらんに、財政については私、あんまり認識な

いんやけども、財政健全化計画について、せっかく同級生の土井本さんがいてますんで、

若干、いろんな質問をさせていただくんやけど。 

  財政健全化計画、１９年から３０年ぐらいの財政健全化計画というのを策定している中

において、地方税収の先般も国等々もよ、若干国税、あれ７兆やったか、９兆やったかち

ょっと数字的なもの把握していないのやけど、やっぱり見込み違いのような税収見込みだ

ったと。市の財政健全化計画においての地方税収の見込みというのは、現状よ、１８年、

１９年、２０年、２１年、どういうふうに推移しているのか。 

  僕は当然地方税収もよ、民間が非常に厳しい状況下にあって、税収がかなり落ち込んで

いるではないかなと僕は思っているんやけど、そのへんは、数字的にはどういう状況にあ

るかだけ教えてください。 

 

○出田裕重委員長   財務部次長。 

 

○財務部次長（土井本 環）   税収のことで言えば、計画を立てた時点から２０年度、
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２１年度というベースでは落ちてきています。 

  計画では一定の額を推移させております。 

  今後、策定した時点で税収が減るのか増えるのかという予測は、例えば平成２５年度は

今から予測して、今より増えるのか、減るのか、これはほとんど誰にもわからないことな

ので、だいたい財政計画を立てるときには、税収一定の額として、算定をします。 

  税収が仮にその計画よりも１億落ちたとした場合には、全体の歳入計画で交付税が７５

００万円増えることになりますので、全体では２５００万円減るというふうな計算ができ

ます。 

  そういう交付税制度からするならば今の現状、国の財政状況、国の施策の方向、地方に

対する財源の配分等、この方が健全化計画を実施していく、検証していくなかで、非常に

増減が出てくるのではないかなあと。 

  今の制度で税収が例えば１億増えれば交付税は７５００万円減りますので、全体の収入

で２５００万円しか市の財政としては増えないという現象があるもんですから、税収の増

減については、本来、議員さん、市民の皆の方については、税収の動向については、大事

やという見方をされるんですが、それも非常に大事なことやと思うのですが、財政の計画

上からするならば、一定の数値をもって、そこから増減する額を想定するなら、歳出のほ

うで、調整できるんじゃないかなと。 

  いうふうなことで、そうした計画を立てているということでございます。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   当然、財政健全化計画というのは、当然、僕は重要やと思うんやけど、

非常に今日は、経済がめまぐるしく様々な状況下にあるよって、推移していくなかにおい

て、市の財政が健全化しても、市民がほんとに非常に厳しい状況でよ、生活できらんよう

な状況下においやられていったら、やはり作戦変更というかですな、私自身、消防におっ

て、様々な状況変化によって、戦術を変更するような傾向にあるわけやの。 

  ほんで、市の財政が健全化しても、市民の暮らしが困窮するような状況下にあったら、

僕はおかしいというか、健全化計画どおりに進めていかなくても、かまわないんじゃない

かなと、あくまで素人考えで聞いてくださいね。 

  それと、人員の定員適正職員数というのは、だいたい何人ぐらいを予定しておるんです

か。 

 

○出田裕重委員長   財務部次長。 

 

○財務部次長（土井本 環）   健全化計画で最終年度、３２年度ですか、では５００名
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というふうなかたちで、２人退職すれば半分に抑える、１人というふうな採用の仕方を計

画して、健全化計画を組んでいます。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   これも的が外れていたら恐縮なんですが、行政サービスというのは人

やと思うんよの。ただ人を減らし、人をコストのような扱いをするというのは、私は行政

にとってはいかがかなあと。 

  できたら適正が今５００名にしていくんやけども、５００名にしていったら行政サービ

スが低下するのではないかなあと。 

  できたら、できるだけ５５０名やったら５５０名職員、雇用の場がなくなっていってい

る状況下にあって、我々地域の子どもたちが就職先というか、市の職員がよ、今６１０何

人市の職員が確保されておると。それを５００人にする。人をコストのようにして、財政

健全化で５００人にするのはかまわないけども、雇用の場が奪われるということは、たち

まちやっぱり人口が流出するのではないかと。 

  できるだけ、定数は健全化に向けては人をコスト扱いして、コスト切るには人減らした

らええねんという簡単な民間の発想でなしに、行政は行政サービス、住民サービスを徹底

するためのやっぱり人は僕は必要やと思うんです。 

  できるだけ、そのへんはよ、僕の考えはたぶん間違っているとぱっと言われるんやと思

うんやけど、そない５００人が適正かどうか、５００人に向けてどんどんどんどん人をコ

スト扱いして、首を切っていってよ、果たしていいのかなというような思いがあるんやけ

ど、その辺はいかがですか。 

 

○出田裕重委員長   財務部次長。 

 

○財務部次長（土井本 環）   人をコスト扱いということではないのですが、例えば、

そういうふうにおっしゃられる意味はわからんでもないのです。 

  例えば、健全化をなぜ作ったのか、合併すれば、合併算定換えで交付税が今１４，５億

円余分にいただいておるんですね。 

  それが１６年経ちますと、まったく市の規模どおりになります。臨時財政対策債も含め

ると、約２０億近いお金がこの市の規模としては余分に入ってきている状況の中で苦しい

と。 

  この苦しさはなぜかといいますと、小泉改革の三位一体改革で交付税の減、補助金の減、

それから税源移譲はあるものの、市の税収とは、不交付団体でない南あわじ市としては、

増えないというようなことで、大幅な方向転換によってこの苦しさがあると。 
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  今の現状で市民が困っているから無理してでも出せばいいやないかと、それは一つの考

え方であって、もし仮にそれを出して南あわじ市よりも国のほうの財政的なものが今懸念

されておるところやというふうに私は思っておるんですが、その国の財政状況が安定すれ

ば、国の財政状況によって末端行政のその交付税の部分が左右されますと、非常に政策運

営がしにくいので、私言いたいのは、今、無理してでも財政出動した場合に、将来の南あ

わじ市の市民がどうなっているかと。 

  そこらあたりを秤にかけると、合併前から各旧町時代にかなり財政出動してきて、公債

費、借金の額が膨らんできた。借金を返すお金がかなり、多くなってきているので、それ

を圧迫している。 

  もう一つは、その合併してきたことによって、規模よりも多くの職員を抱えていると。

要するに人件費と借金、公債費、そうした義務的経費がかなりウエートを占めているので、

政策にまわすお金が非常に圧迫されていると。 

  それを繰り上げ償還なんかして、２０年度決算ベースで言えば、計画とほぼ、計画どお

りか、若干いいペースできています。 

  ただ一つ悪いのが、基金の残高が計画よりも１億８０００万円ほど少なかったんですけ

ども、１２月補正で２億積んでいますので、それもクリアーできたのかなあと。 

  それで、借金のペースについては、２０年度で６億５０００万円ぐらい計画よりも余分

に返して、少なくなっているという状況です。 

  単純明快に言えば、今の住民にサービスを財政出動としてやった場合に、将来的な南あ

わじ市の住民に対して、それだけできるのかどうかというところが不安であるので、一応

決められたとおりやっておかないと、心配であるということです。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   もっと簡単にレクチャーしてもらわなんだら僕も、用は５００人にせ

なんだら、実質公債費率１８％とかなんとかよ、それを盛り込んでいっきょんのだ。 

  簡単に言って、実質公債費率１８％で今、南あわじ市が１９点何ぼやったんけ。それだ

け簡単に数字だけ教えて。 

 

○出田裕重委員長   財務部次長。 

 

○財務部次長（土井本 環）   現在２０．６で、平成２５年度に１８を下回ると。 

  それには人件費は関係ありません。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 
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○谷口博文委員   私は何を言いたいか言うたらよ、６１０人おるやつを５００人が適正

かどうかというのは、そのへんは、僕はただ単に人を減らせばいいというような、とにか

くその財政の中で、できるだけ人員を確保できたような状況下において、行政サービスを

より一層市民のためにしたってくれと。 

  それと用はよ、減らすということはよ、組織の再編とか、そういう方向をせざるを得な

いということですか。 

 

○出田裕重委員長   財務部次長。 

 

○財務部次長（土井本 環）   それもせざるをえないと。いうには、今の人数から５０

０人に減らす場合にはそういうことは想定できます。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   ということはよ、新庁舎でよ、組織を再編するということけ。 

 

○出田裕重委員長   財務部次長。 

 

○財務部次長（土井本 環）   新庁舎どうこうよりも、本庁職員、出先職員というのが

あります。そうした中で、どれだけ南あわじ市として、必要なのかというところを見直し

すべきだろうというふうに思います。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   こういう、同級生なので比較的聞きやすいので教えてもらいよんのや

けど。 

  ほんまにね、私西淡町なんやけど、地元の人にしたら、できるだけやっぱり地域の衰退

ということでよ、あの辺の利活用的なことを強く私に言われるわけですわなあ。 

  そこらあたりで、その私は当然今の定数適正化に取り組んでいってたら、当然今やった

実質公債費率を１８％、財政健全化に向けてそういうふうな意向で行こうとしていたら、

当然、組織の再編というかよ、庁舎を建設して、いかざるを得ないのかなあという思いが

あるんですが、そのときに今ある旧庁舎のそういうふうな利用方法というのけ、その方向

は。 

  これは室長に聞いたらいいのか、誰に聞いたらいいのか分からんのやけど。 
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  今ある庁舎の利活用的なものは何かお考えはありますか。 

 

○出田裕重委員長   市長公室長。 

 

○市長公室長（田村 覚）   今、この間から言ってますように、基本計画、担当のほう

でこしらえていますので、そういったことも含めてですね、基本計画案の中には盛り込み

たいと。 

  今言った、分庁舎がなくなったら疲弊するやないかと、いう話は当然あると思うんです

が、そういった分野にも若干ですね、こうゆうふうにすべきやという方向性は打ち出すべ

きかなと。このように思っています。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   もう一つ教えて欲しいのですが、結局その、庁舎といったら、建設委

員会かなんかというので、答申が出て、やっぱりこの近辺で建設予定なんですか。 

 

○出田裕重委員長   市長公室長。 

 

○市長公室長（田村 覚）   これ２１年２月１８日に、庁舎等公共施設整備検討委員会

に諮問していたわけですが、２年４か月にわたって検討していただいて、２１年２月１８

日に、市民代表の方とか、大学の先生等、入っておるわけですが、そこから答申が来てお

ります。 

  その答申の中では分庁舎を廃止し、出張所連絡所も廃止し、新庁舎を建設すべきやと。 

  その場合については、この中央庁舎周辺が適当ではないかという答申が出てございます。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   もしそういう方向になるんだったら、警察とか消防とか、そのあたり

も危機管理的なものも同じようなことで、もっともっと、いろんな様々なやり方があると

思うので、要は、危機管理的な機能を有するように警察とか消防をそこへまとめて、同じ

ような庁舎近辺とか、庁舎と同じようにひっつけて建設するようなことは無理なんですか

ね。 

 

○出田裕重委員長   市長公室長。 
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○市長公室長（田村 覚）   今あくまで、答申の中身でしか申し上げられないわけなん

ですが、中央庁舎周辺を選ばれた経緯の中にですね、他の公共施設。例えば、ここであれ

ば隣に警察がありますよと、そういったこと、あるいは交通の利便性、あるいはそこの場

所が災害時、ハザードマップ等の中で犯されない。あるいは断層が下、走っていないとい

うような経緯の中でですね、今谷口委員さんいわれている他の公共機関との利便性、そこ

らを考慮した中で、中央庁舎周辺という答申が出ております。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   国も税収は４０兆足らずで、９２兆ぐらいのものを、予算を編成する

というか、財政出動しよるんよの。 

  市も財政健全化、健全化じゃなしに、やはりインフラ整備というの僕は非常に遅れとる

と思うんよ。 

  都会やったら道路から歩道から、下水道から全部できたような状況にあって、今、公共

切ったところで、どうってことないんやけど、特に地方はよ、まだまだ僕らの地域だった

て、道路であったって、下水であったって、遅れとるんよの。 

  そういう状況下にあって、できたら当然せんなんような、そういうふうな道路整備であ

ったりいうのは、僕の地元、見てもらったら分かるように、神戸なんかやったら震災復興

後、１５年ぐらいで、道路整備からできとる。僕らふるさと西淡町はどうかといえば、慶

野の県道から、津井、阿那賀、丸山、伊加利へ抜ける道にしても、子どものころから一向

によくなってないんですわ。 

  こんなん市にいってもあれなんやけど、県のほうへ強く要望していただいてですね、そ

の辺、地域のインフラ整備をしっかりやっていただこうと、今この機会にやっていただく

ことで、若干厳しい状況下にある民間に活力が生まれてきて、税収も伸びてくる。そうい

う状況にしてほしいなあという思いがあって、あんまり理解せず、言うとって、非常に申

し訳ないのですが、その辺、今後、また財政部長等々に十分、お話を十分聞いてからまた

一般質問等でやらしていただきます。 

 

○出田裕重委員長   暫時休憩します。 

  再開は、２時１０分とします。 

 

（休憩 １４時００分） 

 

（再開 １４時１０分） 
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○出田裕重委員長   再開します。 

  質疑ございませんか。 

  谷口委員。 

 

○谷口博文委員   定員適正化の取り組みということで、退職者の半分をしていって、５

００人にしないといけないという理由というのは、類似団体と比較して５００人という解

釈でよろしいんですか。 

 

○出田裕重委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   いまおっしゃった趣旨もございますが、一応ですね、住民１

００人に対して、職員が１名というような大まかな基準がございまして、それで、人口が

平成３２年には５万人ぐらいやということの中での、５００人ということで、合併当初、

計画したわけでございます。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   先ほどから当然、市内、高齢化が進んでいった段階でよ、住民サービ

スの訪問看護であったりとか、やはり人が行政サービスが展開していかなかったら、今か

らの、本当にこう、今日の日本社会に貢献されたお年寄りが一人暮らしであるとか、そう

いう福祉部門でできるだけ行政サービスを展開していくうえにおいてよ、僕は職員を減ら

すんではなく、ワークシェアリングというか、限られた予算の中で、ある程度の人員を５

００人にせんとよ、きめ細かい行政サービスができるような訪問看護であったりというと

こは、反対に増やしていかなくてはいけない時代が来ているんじゃないかなと、率直な意

見で質問させてもらいよんのやけど、そういう考えは誤りでしょうか。 

 

○出田裕重委員長   答弁できますか。 

  総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   適切な答弁ができるかどうか不安でございますけども、福祉

分野におきましては、マンパワーが必要といわれておりまして、サービスはきめ細やかな

サービスがあれば、もちろん住民の方々は喜ばれるというか、住民の方々の福祉の向上に

つながるということは一般的でございます。 

  しかしながら、費用対効果、並びに住民のニーズがございますので、そのニーズに応じ

た形での行政サービスを今後、展開していく中での適正数を模索していかなくてはという
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ことで、考えてございます。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   私が何が言いたいかと言ったら、南あわじ市は思いやりのあるような

行政展開をしていただきたいと。 

  地域でお年寄りの方々が今から生活するうえにおいて、訪問看護であったり、定期的に

福祉のほうが訪問していただいて、申請行政でなくて、出前行政までせいというような感

覚で言わしてもらっているんやけど。 

  ほんまに言うてきたことだけを処理するんじゃなしによ、独居老人であったり、いろん

な障害をお持ちの方に訪問してあげて、いろんなお悩みを聞いてあげて、できるだけ相談

にのってあげるようなそういう行政サービスをしてあげていただきたいと。 

  それと小泉構造改革等々で官から民で何もかも民間でできるものは民間へという方向で

指定管理等々様々な指定管理的なことで、やはり民間でできることは民間でという思いで、

いかにも、すべて良いというような方向はあんねけど、最終的には、指定管理者制度のと

こを、さんゆ～館であったり、サンライズ淡路であったり、指定管理してますよね。 

  あれは最終的にはどういうふうな思いで指定管理にされているんですかね。最終的には

民間にぜんぶ委託するという方向があるのかどうか、教えてください。 

 

○出田裕重委員長   市長公室長。 

 

○市長公室長（田村 覚）   まず民間にできることは民間にという建前があるのですが、

行政が無理にしなくても、サービスの程度を落とさずにいけそうな部分については、例え

ば、考え方によっては、保育所も指定管理やという話もありますよね。しかしながら、そ

こは保護者さんや、いろんな地域の兼ね合いもありますので、指定管理、市は踏み込んで

いません。 

  そういった意味でですね、指定管理が最善という考えでもございません。 

  それから、もう一点、最終的に指定管理は民営化に行ってしまうのかという話もあるん

ですけども、当然ですね、そういう建物の耐用年数、そこらの場合はもう、施設は廃止せ

なあかんのかなと。 

  合併したときに例えば、プールとか温泉とか、旧４町それぞれ持っていましたよね。だ

から４つもいるのかと、いうような話もありますのでですね、民営化に行ってしまうのか

という話もありますが、それよりまず、耐用年数との関係で廃止する施設も考えていくべ

きかなと。 

  それまでのつなぎに、指定管理をしているのかなと。そんな考えが今あります。 
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○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   民間にさせたらサービスが良くなるとかいうとるけどよ、指定管理し

たらサービスが良くなるというけど、僕は指定管理する前の方が、僕が利用している施設

はよかったかなと。 

  ただ単に、指定管理することによって、そこに勤務されている方々がそんなに安い賃金

で勤務されておると。そんで、昔の日本社会のように終身雇用というか、やはり自分の雇

用されているところに愛着心を持ってやっとったらよ、当然、おもてなしの心が芽生えて

くるんやけど、何もかもが指定管理がいいというような方向で今日まで来ているのは、僕

は若干いかがかなという思いがあるわけですよね。 

  その辺、できたら市民が癒されるような、そういう指定管理というか、その辺は、もう

ちょっと勉強してから質問させてもらいますわ。 

 

○出田裕重委員長   他に質疑ございませんか。 

  質問したいので、副委員長よろしくお願いします。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   所管であると思いますので、少しだけお聞きしたいのですが、外国

人参政権について、かなり国が動き、どうなるか分からないのですが、地方の議会が決議

したり、反対の決議をしたり、昨日の話では、全国知事会や全国議長会の意見を総務省が

聞くというような、方向も出していると思うのですが、実際、淡路島にはあんまり影響が

ないのかなと思っています。 

  この間も、中国人の方と少し話をしていて、淡路島は住みやすいところやということで、

結構学生さんであったり、玉葱の関係であったり、来られていると思うのですが、今、ち

ょっと勉強不足なんですが、永住外国人、特別永住外国人、いろいろあると思うのですが、

その辺の人数というのはこの市内でどうなっているんですかね。 

  そういう調査を選管のほうでも今、しておく時期かと思って、お聞きしたいと思ってい

るんですが。市民生活部やと思うんですが、ちょっと所管、あんまり離れたくないつもり

ですので、よろしくお願いします。 

 

○柏木 剛副委員長   総務部次長兼選挙管理委員会書記長。 

 

○総務部次長兼選挙管理委員会書記長（入谷修司）   今、いう人数については、私のほ
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うではちょっと把握しておりません。 

  以上です。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   この間、中国人の方が、三原公民館で伝統文化の発表の中で、出席

もされていて、多分、正確ではないのですが、１３０人とか、１４０人ぐらいの規模で、

こちらで働いておられると。もちろん税金も納められているんですよね。 

  その中で、選挙権がほしいとかは、そういうときにそんな話はしなかったのですが、こ

れは日本全国、今、議会とか政治的な動きで、反対や賛成やとかを言っているんですが、

こういう市町村、南あわじ市の行政として、そういうことの見解をお聞きしたいなと。 

  あんまり聞きすぎということでもないかと思うのですけども、行政に携わっている方と

して、どういう見解を持っているのかと。これは副市長にしかお聞きできないのかなと思

っているのですけども。 

 

○柏木 剛副委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   なかなか南あわじ市の見解ではないのですが、私の見解をちょ

っと。 

  昨日のテレビを見ておりましたら、そういうものをどうするのかということを論議して

おりました。日本人とは何なのかということから考えないと、地方参政権というのはなか

なかおろそかにできないということも言っておられました。 

  日本で生まれた場合でも、日本国籍を取得できる場合とそうでない場合、参政権を必要

であれば、日本国籍をとれば、参政権はあるようです。ですから、その出生主義というこ

とを言っておられました。 

  出生主義と決定主義なのか。日本はどれを選ぶのか。というところあたりから、それを

問うていかなくてはならない。それで、地方の選挙に影響が出てくる地域もあるというふ

うなこともいわれておりました。 

  ですから、なかなか難しい問題ではないかなあというふうに思います。 

 

○柏木 剛副委員長   総務部次長兼選挙管理委員会書記長。 

 

○総務部次長兼選挙管理委員会書記長（入谷修司）   先ほどの外国人の人数を聞かれて

おったのですが、承知していないと申し上げたんですが、手元の資料を繰りましたら、去

年６月現在の本市に外国人登録を有する世帯については１４１。これは去年６月現在の数
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字です。世帯１４１、男が６４名、女が１３３名、併せて１９７名と、２００名ほどとい

うことになっておりますので、付け足しで報告させていただきます。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   これ以上、ここで聞くのもどうかなと思っているので、この辺にし

たいのですが、政権交代して、これから国の制度がいろいろ変わるだろうということで、

ある議員さんからもそういう国の動きに対応できるような、すぐ対応できるような、部署

といえば言いすぎですが、そういう担当というか、私らも議員活動していて政治的な発言

は好き勝手できるんですが、行政側からそういう国の動きが、行政側の方もやっぱり、新

聞や直接国からのそういうこんな制度改革しますよというような通達なり、なんなりが着

てると思うので、そういう対応の窓口というか、総合政策推進担当というような名前の方

もいますので、そういう、これからの国の制度変換について、もう少し精通した、できれ

ば市民や議員の窓口になれるような方を、やはりおいといていただきたいなという思いが

あるんですが、その辺についてはいかがですか。 

  例えば外国人参政権ということで聞いただけなんですけども、僕は。 

○柏木 剛副委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   地方参政権、これは市町村でできる話ではないので、国の審議

を注目して見ていかなければいけないのではないのかなということで、地方でいくら我々

のほうで、勉強してみても、それが国を動かすような答えになりうることもないだろうし、

地方参政権といえども、国で、法律改正で決まってくることでございますので、国の動き

を見ながら、国が変わったときに、対応していけばいいのではないかなと思います。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   この間、うちから緊急経済対策といって、国からいきなりお金が降

ってきたと。これは誰に聞いたんやったかな、「棚から牡丹餅みたいなんが落ちてきたみ

たいな感覚やった」という職員の方おって、そういう感覚で、国と国との財政の対応をさ

れとったらちょっと悲しいなと。 

  そういう国の動きを先に読みながら、もし来たときには、どんなお金を使い方をできる

かなあと、市町村でね、そういうふうな考え方も、行政側としても、内部ではやっとって

もらってもいいと思いますし、そんな情報も聞きながら、僕らも行政に対して提案をして

いってるわけなんで、そういった先読みできるような、責任はとれないと思いますよ、国

が決めることですから。 
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  そういう職員の方がおってくれると、私らも活動もしやすいし、もちろん提案もしやす

いし、そういう思いで質問をさせていただいているんですけども。 

 

○柏木 剛副委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   我々に非常に感心のあることについては、みんなそれぞれの部

署で、勉強もしたり、先読みをしたりしています。 

  先ほど、特徴的な職員のお話をされていましたが、それは誰か分かりませんが、私ども

のほうでは、そういう経済対策で、国のほうから交付金をいただけるということを以前か

らずーっと勉強しながら、対応してまいっておりますし、我々でしなければいけないこと

はする。いくら考えてみても、なかなか国のほうが動かなかったらできないというものは、

区分けしても考えてもいいではないかなあと。 

  特に地方参政権なんかは、我々と連携して、こうしてこうしてしてでなく、先ほどの人

数で１６０人。１６０人の中には子どももおられる。市民の人口から比較しても、非常に

パーセンテージの低いところで、そういうものを私どものほうで、とやかくというような

こともないかと思いますので、国から降りてくるものは、取捨選択しつつ、私どもに直接

関係あるものについては、即時対応していくということは原則でございますので、お応え

なきようしていきたいと思っております。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   先ほど、定員適正化計画の話もありましたんで、今年の、退職見込

みと来年度の採用数、出ていれば、報告いただきたいなあと。 

 

○柏木 剛副委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   まず、退職者の人数だけでよろしいでしょうか。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   内容と、勧奨とかも。 

 

○柏木 剛副委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   今日現在で、合計２４名の退職者が見込まれ、また退職をす
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でにしている方もいらっしゃいます。内訳は、勧奨が５名。普通退職が４名。定年退職が

１３名。それと、去年、再任用で採用した技能職員２名についても退職と。２名退職とい

うことで、合計２４名でございます。 

  新規採用につきましては、合計７名。内訳は、一般行政職が６名、保健師が１名。 

  以上でございます。 

 

○柏木 剛副委員長   出田委員長。 

 

○出田裕重委員長   緊急経済対策で雇われた４名の方のうち、２名ということですか。 

 

○柏木 剛副委員長   総務課長。 

 

○総務課長（佃 信夫）   いえ。緊急雇用対策は、臨時職対応なので。 

  今、申し上げているのは、正規職員ということですので、誤解のないようにお願いしま

す。 

 

○出田裕重委員長   分かりました。終わります。 

  谷口委員。 

 

○谷口博文委員   せっかく、総窓の所長来ているので、若干「いなりこ予算」というや

つの、５万円の使途というんけ、どういう使い道に使用できるかというのをちょっと具体

案をもって、教えていただけます。 

 

○出田裕重委員長   ２１年度の話しで。 

  答弁できますか。 

  三原総合窓口センター所長。 

 

○三原総合窓口センター所長（榎本芳史）   おおむね５万円程度という事業費で、各総

窓で１００万円の予算。総額４００万円で対応しております。 

  具体的には、道路補修であったり、まず恒久的なもの。道路側溝の修繕であったり、ガ

ードレールの補修等、あるいはグレーチング等の補修等にあてております。 

  新設部分については、事業課が担当しておりますので、そちらのほうでお願いをしてお

ります。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 
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○谷口博文委員   その「いなりこ予算」の申請というのは、地区の区長から申請したら

採択というか、そのへんの判断基準的なものはどのようになっておるのかちょっと教えて

いただけます。 

 

○出田裕重委員長   三原総合窓口センター所長。 

 

○三原総合窓口センター所長（榎本芳史）   おっしゃるとおり、自治会長からの要請で、

私どもの窓口センターの職員と事業課の職員で、相談しましてですね、私どもは、金額的

な面は分かりませんので、事業課のほうで、設計なり、概算予算といいますかね、これや

ったら３万円、これやったら６万円ぐらいかなというようなかたちで、現場で判断をお願

いしております。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   例えば、単純な話やけど、地区の側溝のグレーチングが壊れたと。そ

れを修繕するときに５万円以上だったら、どうなるん。 

 

○出田裕重委員長   三原総合窓口センター所長。 

 

○三原総合窓口センター所長（榎本芳史）   概ね５万円ですから、例えば、７万円とか

８万円の事業も支出しております。 

 

○出田裕重委員長   他に質疑ございませんか。 

  質疑がないようでございますので、執行部から報告等あれば。 

  市長公室次長。 

 

○市長公室次長（中田眞一郎）   私のほうから、１件、ご報告を申し上げます。 

  １月１１日に起こりました、沼島汽船の着岸時の衝突事故ということで、ご報告をした

いと思います。 

  事故は、今年１月１１日、３連休の最後の祝日。灘線の第８便、土生発１６時３０分、

沼島着１６時４０分で起こっております。 

  灘港を１６時３０分に予定通り出航した「しまちどり」ですが、沼島港着岸時にクラッ

チワイヤーが切断破損し、減速できないまま岸壁に着岸いたしました。 
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  この事故で乗客９名のうち、沼島在住の方、３名が怪我を負いましたが、幸い、いずれ

も軽症で済んでおります。 

  事故後の沼島汽船の対応ですが、直ちに、神戸運輸管理部に連絡を取りまして、翌１２

日には、朝から終日現場検証を行い、船の破損状況から翌日１２日の洲本便、１便のみを

欠航いたしております。 

  船につきましては、約１０ｃｍ程度の破損があり、翌日１２日中には裏から鉄板をあて、

応急の修繕をいたしております。 

  また、事故の再発防止に向けた改善策を神戸運輸管理部と協議のうえ、策定をし、社内

安全管理の徹底に務めるよう、社内で報告を行っておるという報告も市のほうにいただい

ております。 

  以上、簡単でございますが、沼島汽船の事故の報告とさせていただきます。 

 

○出田裕重委員長   この件について、質疑があれば。 

  熊田委員。 

 

○熊田 司委員   そのクラッチワイヤーが切れたということですが、その切れた場合の

想定というのはまったくされていなかったのですか。 

 

○出田裕重委員長   市長公室次長。 

 

○市長公室次長（中田眞一郎）   当然、着岸寸前にそれまで、車でいいます前進にいれ

ておったと。 

  着岸寸前にクラッチワイヤーを引いて、ニュートラルにして、バックに入れて、着岸と

いうようなかたちになるのですが、そのときに初めて、クラッチワイヤーが切断しておっ

たということでございます。 

 

○出田裕重委員長   熊田委員。 

 

○熊田 司委員   そうしましたら、整備等の不良ではないんですか。 

 

○出田裕重委員長   市長公室次長。 

 

○市長公室次長（中田眞一郎）   沼島汽船の報告によりますと、クラッチワイヤーにつ

いては、耐用年数はまだ来ておらないというご報告でございます。 
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○出田裕重委員長   熊田委員。 

 

○熊田 司委員   そうしたら整備点検等はいつされたんですか。その船の。 

 

○出田裕重委員長   市長公室次長。 

 

○市長公室次長（中田眞一郎）   毎朝するようにという改善報告はいただいていますが、

当日については、出航時にはそういう確認をしておらなかったという報告はいただいてお

ります。 

 

○出田裕重委員長   熊田委員。 

 

○熊田 司委員   規則では、その点検はいつするということになっているんですか。 

 

○出田裕重委員長   市長公室長。 

 

○市長公室長（田村 覚）   聞いた話ですけども、車で言う車検ですね、それがもう一

ヶ月後ぐらいに近づいているということで、そのときになったら、多少気づいているとか

分かったんかも分かりませんけど、車検がもうじきだということで、もうじき車検すれば

その事前に未然防止ができたのかなと。 

  それと改善策として、この間、沼島汽船からうちのほうへ言うてっとるんですけれど、

着岸寸前になったときにアクセル緩めとくと。そういうときの対応ということではないの

ですけども、がしゃんと当たらないように、自然にそのアクセル緩めとって、ニュートラ

ルにして、バックに入れるということで、そのときのスピードですね、そこらの改善をし

たいという申し出がありました。 

 

○出田裕重委員長   熊田委員。 

 

○熊田 司委員   やっぱり人の命を預かる大事なことですので、なんとかこれから事故

がないように最善の方法を一度、しっかりと検討されるべきやろうと思いますので、その

対応、よろしくお願いいたします。 

 

○出田裕重委員長   市長公室次長。 

 

○市長公室次長（中田眞一郎）   委員ご指摘のとおり、沼島汽船には安全管理規定、事
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故処理のマニュアルも作成しております。今後、これらの規定や基準を遵守するようにと

いうことで、市のほうからも指摘をさせていただいております。 

 

○出田裕重委員長   他に報告事項。 

  防災課長。 

 

○防災課長（松下良卓）   １月１０日、日曜日の平成２２年南あわじ市消防団初出式に

は大変寒いなか、ご出席をいただきまして、誠にありがとうございました。 

  ありがとうございました。 

  以上です。 

 

○出田裕重委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   今、お手元に２月１日に発行する広報の原稿です。２１年度も

実施したんですが、緊急雇用対策、これについて、今年度、２２名、緊急雇用で雇うとい

うことで、２月１日号の広報で広報するということにしております。 

  この右側のほうが、そうです。１人はこの左側の下側、教職員１名と書いてあるものに

ついても緊急雇用で雇用するものです。合わせて２２名。 

  これはいろいろありまして、麻生政権のときに、我々のほうにいただいた割り当て分が

この南あわじ市緊急雇用対策。それと一番右側のふるさと雇用と書いてあるのは、麻生政

権時代に割り当ていただいたもの。 

  真ん中の緊急雇用対策と書いてあるもの、これについては、今の鳩山内閣になってから、

緊急雇用対策で、我々のほうに、割り当てがあったものです。 

  いろいろと、それぞれの緊急雇用も条件がありまして、非常に使い勝手も悪いわけです

が、なんとか応用しながら、こういう形で、今年については、２２年度については、雇用

したいと考えております。 

  また皆さん方でも広報していただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○出田裕重委員長   この件について質疑どうぞ。 

  谷口委員。 

 

○谷口博文委員   副市長、これここで、道路維持管理、それと海岸清掃等。海岸清掃の

中で、河川清掃というのは含まれているんですか。 

 

○出田裕重委員長   副市長。 
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○副市長（川野四朗）   河川清掃もあるわけなんですが、管理者のあるところについて

は、市が管理するべきところについて、そういうところも含めております。 

  ただし、県とか国とかが管理するところは入れておりません。 

 

○出田裕重委員長   谷口委員。 

 

○谷口博文委員   また総務部長に聞くねけど、このへんずっと見とったら、この河川、

ごみだらけよの。いっぺんゴミ広いをよ。なんとかお願いしますわ。 

  ボランティア。 

 

○出田裕重委員長   総務部長。 

 

○総務部長（南 幸正）   以前にもそう言われておりますので、なんとか有志で協力は

したいと考えております。 

 

○出田裕重委員長   他に報告事項ございますか。 

  長船委員。 

 

○長船吉博委員   これ去年もしとるよな、ほやよってこれ、去年の雇っている人はよ、

一度解約するわけですか。それでまた新たに。 

  またその人達が一緒のところへ申し込んでくる可能性は多いですよね。そしたらやはり

経験というか、前年度やっていた。そこらの採用にあたっての面接等に有利に運ぶのでは

ないかという気がするんですよね。 

  ですから、新たに、ここへ行きたいという人にとってはちょっと、若干、弱みがあるの

かなという気がするんですが、ここらの点、どういうふうに考えているのかお聞きします。 

 

○出田裕重委員長   副市長。 

 

○副市長（川野四朗）   ふるさと雇用を除いて、連続雇用はダメという原則があります。

そこらあたりは、運用の中でうまくいかないのかなあという話をしておりますが、ハロー

ワークも関わっておりますので、そういうことはちょっと難しいであろうという、今想定

のもとには進んでおります。 

  ふるさと雇用は３年ということでありますので、ただ我々としては、その方がふさわし

いのかどうか、もう一度、テストをさせていただこうと思っておりますが、それは３年間、
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いけると。同じ人でもいけるという条件なんです。 

 

○出田裕重委員長   他に質疑ございませんか。 

  その他、報告事項ございませんか。 

  すいません、ちょっと忘れていました。 

  所管事項でその他、一応言っておきます。その他について質疑ございましたら。 

  ないですね。忘れてました。 

  それでは、閉会をしたいと思います。 

  副委員長、閉会のご挨拶よろしくお願いします。 

  柏木副委員長。 

 

○柏木 剛副委員長   本日はこれをもって閉会したいと思います。 

  お疲れ様でした。 

 

（閉会 １４時４４分） 
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